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第3章 都市計画対象事業の実施を予定している区域及びその周囲の概況 

 

都市計画対象事業の実施を予定している区域及びその周囲の概況について、広島市及び広

島県の公共データ等を基に把握した。調査対象地域は、原則として事業計画地周辺である広

島市中区、東区、南区及び西区とした。 

 

 3.1 自然的状況 

 3.1.1 大気環境 

  (1) 気 象 

広島市は中国山地と四国山地の間に位置しており、瀬戸内式気候に該当する。その

特徴として年間を通して晴天の日が多く、また、瀬戸内海に面していることから温暖な

気候である。 

事業計画地周辺の気象観測所である「広島地方気象台」の過去 10 年間（2006～2015

年）の気象観測結果は表 3.1.1-1、位置図は図 3.1.1-1 に示すとおりである。 

過去 10 年間の主な気象要素の平均値は、平均気温 16.5℃、最高気温 36.3℃、最低

気温-2.3℃、降水量 1,524.3mm、平均風速 3.5m/s であった。 

 

表 3.1.1-1 気象観測結果（広島地方気象台） 

年 次 
気 温（℃） 降水量 

（mm） 

平均風速 

（m/s） 
最多風向 

平 均 最 高 最 低 

2006 年 16.3 36.5 -2.9 1,959.5 3.7 北北東 

2007 年 17.0 36.9 -1.5 1,047.5 3.7 北 

2008 年 16.4 36.7 -2.1 1,148.5 3.7 北北東 

2009 年 16.4 35.4 -2.3 1,486.5 3.7 北北東 

2010 年 16.6 37.0 -1.8 1,586.0 3.5 北北東 

2011 年 16.2 35.3 -4.6 1,502.0 3.5 北北東 

2012 年 16.2 36.6 -3.4 1,478.0 3.4 北北東 

2013 年 16.6 36.5 -2.2 1,820.5 3.4 北北東 

2014 年 16.2 36.4 -1.5 1,573.0 3.4 北北東 

2015 年 16.6 35.9 -1.0 1,641.0 3.2 北北東 

1 月 5.8 15.1 -0.9 95.5 3.1 北 

2 月 6.1 13.8 -1.0 24.0 3.1 北北東 

3 月 10.0 21.3 -1.0 106.5 3.4 北北東 

4 月 15.8 25.4 5.6 198.0 3.3 北北東 

5 月 20.5 30.5 12.5 101.0 2.9 北北東 

6 月 22.5 30.1 14.5 237.5 2.8 北北東 

7 月 26.5 34.2 19.4 110.0 3.0 南南西 

8 月 27.5 35.9 20.1 215.5 2.9 北北東 

9 月 23.1 30.8 16.6 159.5 3.4 北北東 

10 月 18.0 27.1 8.6 94.0 3.7 北北東 

11 月 14.6 24.4 3.2 192.5 3.3 北北東 

12 月 9.3 17.8 1.0 107.0 3.4 北北東 

10 年間の 

平均値 
16.5 36.3 -2.3 1,524.3 3.5 － 

出典：「過去の気象データ検索」（気象庁 HP） 
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図 3.1.1-1 

気象庁地方気象台位置図
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  (2) 大気質 

   ① 一般環境大気測定局及び自動車排出ガス測定局 

事業計画地周辺の大気測定局及び測定項目は表 3.1.1-2、測定局の位置は図 3.1.1-2

に示すとおりである。 

事業計画地周辺の一般環境大気測定局及び自動車排出ガス測定局における窒素酸化

物の測定結果は表 3.1.1-3、浮遊粒子状物質の測定結果は表 3.1.1-4、二酸化硫黄の測

定結果は表 3.1.1-5、一酸化炭素の測定結果は表 3.1.1-6、微小粒子状物質（PM2.5）の

測定結果は表 3.1.1-7、光化学オキシダントの測定結果は表 3.1.1-8、炭化水素の測定

結果は表 3.1.1-9 に示すとおりである。 

平成 26 年度の二酸化窒素、浮遊粒子状物質、二酸化硫黄及び一酸化炭素の測定結果

は、すべての測定局で環境基準に適合しており、微小粒子状物質（PM2.5）及び光化学

オキシダントの測定結果は、すべての測定局で環境基準に適合していなかった。 

 

表 3.1.1-2 大気測定局と測定項目 

測定項目 
一般環境大気測定局 自動車排出ガス測定局 

三篠小学校 皆実小学校 紙屋町 比治山 

二酸化硫黄  ○   

窒素酸化物 ○ ○ ○ ○ 

光化学オキシダント ○ ○   

一酸化炭素   ○  

炭化水素   ○ ○ 

浮遊粒子状物質 ○ ○ ○ ○ 

微小粒子状物質（PM2.5）   ○ ○ 

風向・風速 ○ ○   

気温・湿度 ○    

日射量 ○    

出典：「eco ひろしま～環境情報サイト～」（広島県 HP） 
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図 3.1.1-2 

大気測定局位置図
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表 3.1.1-3 窒素酸化物の測定結果（平成 26 年度） 

項  目 
一般環境大気測定局 自動車排出ガス測定局

三篠小学校 皆実小学校 紙屋町 比治山 

用途地域 二種住居 一種住居 商 業 近隣商業

一酸化窒素 

（NO） 

有効測定日数 日 360 361 356 338

測定時間 時間 8,601 8,605 8,579 8,220

年平均値 ppm 0.003 0.003 0.027 0.011

1 時間値の最高値 ppm 0.087 0.094 0.205 0.118

日平均値の年間 98%値 ppm 0.013 0.017 0.054 0.03

二酸化窒素 

（NO2） 

有効測定日数 日 360 361 356 338

測定時間 時間 8,601 8,605 8,579 8,220

年平均値 ppm 0.012 0.014 0.026 0.018

1 時間値の最高値 ppm 0.047 0.07 0.079 0.087

1 時間値が 0.2ppm を超えた 

時間数とその割合 

時間 0 0 0 0

% 0 0 0 0

1 時間値が 0.1ppm 以上 

0.2ppm 以下の時間数とその割合

時間 0 0 0 0

% 0 0 0 0

日平均値が 0.06ppm を超えた 

日数とその割合 

日 0 0 0 0

% 0 0 0 0

日平均値が 0.04ppm 以上 

0.06ppm 以下の日数とその割合 

日 0 0 0 4

% 0 0 0 1.2

日平均値の年間 98％値 ppm 0.024 0.027 0.035 0.036

98%値評価による日平均値が

0.06ppm を超えた日数 
日 0 0 0 0

窒素酸化物

（NO＋NO2） 

有効測定日数 日 360 361 356 338

測定時間 時間 8,601 8,605 8,579 8,220

年平均値 ppm 0.015 0.018 0.053 0.028

1 時間値の最高値 ppm 0.124 0.125 0.25 0.156

日平均値の年間 98%値 ppm 0.034 0.041 0.087 0.062

年平均値 NO2/(NO+NO2) % 81.6 80.9 49.1 62.3

出典：「平成 27 年度版 広島市の環境（広島市環境白書）」（平成 28 年 1 月 広島市環境局） 

 

表 3.1.1-4 浮遊粒子状物質の測定結果（平成 26 年度） 

項  目 
一般環境大気測定局 自動車排出ガス測定局

三篠小学校 皆実小学校 紙屋町 比治山 

用途地域 二種住居 一種住居 商業 近隣商業

有効測定日数 日 358 365 361 365

測定時間 時間 8,578 8,690 8,671 8,692

年平均値 mg/m3 0.024 0.021 0.024 0.027

1 時間値が 0.20mg/m3を超えた時間数と 

その割合 

時間 0 0 0 1

% 0.0 0.0 0.0 0.0

日平均値が 0.10mg/m3を超えた日数と 

その割合 

日 0 0 0 0

% 0.0 0.0 0.0 0.0

1 時間値の最高値 mg/m3 0.088 0.100 0.090 0.258

日平均値の 2％除外値 mg/m3 0.053 0.051 0.050 0.058

日平均値が0.10mg/m3を超えた日が2日以上連

続したことの有無 

有× 

無○ 
○ ○ ○ ○ 

環境基準の長期的評価による日平均値が

0.10mg/m3を超えた日数 
日 0 0 0 0

出典：「平成 27 年度版 広島市の環境（広島市環境白書）」（平成 28 年 1 月 広島市環境局） 
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表 3.1.1-5 二酸化硫黄の測定結果（平成 26 年度） 

項  目 
一般環境大気測定局 

皆実小学校 

用途地域 一種住居 

有効測定日数 日 363 

測定時間 時間 8,660 

年平均値 ppm 0.001 

1 時間値が 0.1ppm を超えた時間数とそ

の割合 

時間 0 

% 0 

日平均値が0.04ppmを超えた日数とその

割合 

日 0 

% 0 

1 時間値の最高値 ppm 0.019 

日平均値の 2％除外値 ppm 0.004 

日平均値が 0.04ppm を超えた日が 2日以

上連続したことの有無 

有× 

無○ 
○ 

環境基準の長期的評価による日平均値

が 0.04ppm を超えた日数 
日 0 

出典：「平成 27 年度版 広島市の環境（広島市環境白書）」（平成 28 年 1 月 広島市環境局） 

 

表 3.1.1-6 一酸化炭素の測定結果（平成 26 年度） 

項  目 
自動車排出ガス測定局 

紙屋町 

用途地域 商業 

有効測定日数 日 360 

測定時間 時間 8,629 

年平均値 ppm 0.6 

8 時間値が 20ppm を超えた回数とその割

合 

回 0 

% 0 

日平均値が10ppmを超えた日数とその割

合 

日 0 

% 0 

1 時間値の最高値 ppm 1.7 

日平均値の 2％除外値 ppm 0.9 

日平均値が 10ppm を超えた日が 2日以上

連続したことの有無 

有× 

無○ 
○ 

環境基準の長期的評価による日平均値

が 10ppm を超えた日数 
日 0 

出典：「平成 27 年度版 広島市の環境（広島市環境白書）」（平成 28 年 1 月 広島市環境局） 
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表 3.1.1-7 微小粒子状物質（PM2.5）の測定結果（平成 26 年度） 

項  目 
自動車排出ガス測定局 

紙屋町 比治山 

用途地域 商業 近隣商業 

有効測定日数 日 264 360 

測定時間 時間 6,296 8,633 

年平均値 μg/m3 15.5 19 

日平均値が 35μg/m3を超えた日数と 

その割合 

日 1 22 

% 0.4 6.1 

日平均値の年間 98%値 μg/m3 30.9 44.3 

出典：「平成 27 年度版 広島市の環境（広島市環境白書）」（平成 28 年 1 月 広島市環境局） 

 

表 3.1.1-8 光化学オキシダントの測定結果（平成 26 年度） 

項  目 
一般環境大気測定局 

三篠小学校 皆実小学校 

用途地域 二種住居 一種住居 

昼間測定日数 日 365 365 

昼間測定時間 時間 5,387 5,420 

昼間の 1 時間値の年平均値 ppm 0.033 0.032 

昼間の 1 時間値が 0.06ppm を超えた 

日数と時間数 

日 94 89 

時間 522 504 

昼間の 1 時間値が 0.12ppm 以上の 

日数と時間数 

日 0 0 

時間 0 0 

昼間の 1 時間値の最高値 ppm 0.102 0.11 

昼間の日最高 1 時間値の年平均値 ppm 0.049 0.047 

出典：「平成 27 年度版 広島市の環境（広島市環境白書）」（平成 28 年 1 月 広島市環境局） 

 

表 3.1.1-9 炭化水素の測定結果（平成 26 年度） 

項  目 

自動車排出ガス測定局 

炭化水素 非メタン炭化水素 

紙屋町 比治山 紙屋町 比治山 

用途地域 商業 近隣商業 商業 近隣商業

測定時間 時間 8,376 8,619 8,376 8,619

年平均値 ppmC 1.91 1.88 0.14 0.16

6～9 時における年平均値 ppmC 1.92 1.89 0.14 0.16

6～9 時測定日数 日 364 363 364 363

6～9 時 3 時間平均値 
最高値 ppmC 2.04 2.29 0.46 0.50

最低値 ppmC 1.73 1.69 0.01 0.07

6～9時3時間平均値が0.20ppmCを超えた日数

とその割合 

日 － － 51 65

％ － － 14.0 17.9

6～9時3時間平均値が0.31ppmCを超えた日数

とその割合 

日 － － 9 11

％ － － 2.5 3.0

出典：「平成 27 年度版 広島市の環境（広島市環境白書）」（平成 28 年 1 月 広島市環境局） 
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   ② 有害大気汚染物質 

事業計画地周辺の有害大気汚染物質の測定は、自動車排出ガス測定局である比治山

測定局で行われており、その結果は表 3.1.1-10、測定局の位置は図 3.1.1-2 に示した

とおりである。 

平成 26 年度の測定結果は、環境基準及び指針値が定められている 13 物質について、

すべて環境基準及び指針値に適合していた。 

 

表 3.1.1-10 有害大気汚染物質モニタリング結果（平成 26 年度） 

項  目 
比治山測定局 

最小値～最大値 年平均値 

ベンゼン 0.53～1.6 1.1 

トリクロロエチレン （<0.0051）～0.28 0.14 

テトラクロロエチレン （<0.0089）～0.15 0.052 

ジクロロメタン 0.17～1.5 0.70 

アクリロニトリル （0.014）～0.088 0.033 

アセトアルデヒド 0.48～2.0 1.1 

塩化メチル 1.2～1.8 1.5 

塩化ビニルモノマー （<0.0092）～0.072 (0.012) 

クロロホルム 0.075～0.35 0.20 

酸化エチレン 0.023～0.11 0.065 

トルエン 1.7～12 5.0 

1,2-ジクロロエタン 0.020～0.58 0.17 

1,3-ブタジエン 0.084～0.21 0.14 

ベンゾ[a]ピレン 0.014～0.45 0.14 

ホルムアルデヒド 1.0～4.1 2.1 

水銀及びその化合物 1.7～2.7 2.1 

ニッケル化合物 （1.9）～6.4 3.6 

ヒ素及びその化合物 0.42～5.1 1.9 

ベリリウム及びその化合物 （<0.030）～（0.041） （<0.030） 

マンガン及びその化合物 5.6～46 25 

クロム及びその化合物 2.8～22 6.8 

キシレン 1.1～5.9 2.9 
単位：μg/m3（ただし、ベンゾ[a]ピレン、水銀及びその化合物、ニッケル化合物、

ヒ素及びその化合物、ベリリウム及びその化合物、マンガン及びその化合

物並びにクロム及びその化合物については ng/m3） 

注：最小値又は最大値欄には、その測定結果が検出下限値以上・定量下限値未満

の場合はその値を括弧書きし、検出下限値未満の場合は（＜検出下限値(数

値））と記載した。年平均値欄には、当該地点における測定結果の算術平均値

を記載した。ただし、検出下限値未満のデータが存在する場合は、当該検出

下限値に 1/2 を乗じて得られた値を用いて平均値を算出した。なお、この方

法による計算値が検出下限値より小さい値になった場合は、得られた値を括

弧書きとしている。 

出典：「平成 27 年度版 広島市の環境（広島市環境白書）」（平成 28 年 1 月 広島市環境局） 
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   ③ ダイオキシン類 

事業計画地周辺のダイオキシン類（大気質）の測定は、「国泰寺中学校」（中区国泰

寺町一丁目）で行われており、その結果は表 3.1.1-11、測定局の位置は図 3.1.1-2 に

示したとおりである。 

平成 27 年度のダイオキシン類（大気質）の測定結果は、年平均値 0.024pg-TEQ/m3で

あり、環境基準に適合していた。 

 

表 3.1.1-11 ダイオキシン類（大気質）の測定結果（平成 27 年度） 

（単位：pg-TEQ/m3） 

測定地点 住  所 
測定結果 

環境基準値
春 夏 秋 冬 年平均値 

国泰寺中学校 中区国泰寺町一丁目 0.029 0.012 0.015 0.041 0.024 0.6 以下 

出典：「平成 27 年度ダイオキシン類環境調査結果」（広島市 HP） 
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  (3) 騒 音 

事業計画地周辺の道路交通騒音の環境基準適合状況は表 3.1.1-12、事業計画地周辺

の主要道路の状況は図 3.1.1-3 に示すとおりである。 

平成 26 年度の主要道路における道路交通騒音の環境基準適合状況は、昼間で 87～

100%、夜間で 89～100%となっている。 

また、事業計画地周辺の過去 3 年間の道路交通騒音の測定結果は表 3.1.1-13、測定

地点は図 3.1.1-3 に示すとおりである。 

平成 24～26 年度の主要道路における道路交通騒音は、昼間で 61～71dB、夜間で 56

～69dB となっている。 

 

表 3.1.1-12 道路交通騒音の環境基準適合状況（平成 26 年度） 

道路種別 路線名称 評価区間数
対象戸数

（百戸）

環境基準適合率（%） 

昼 間 

（6～22 時） 

夜 間 

（22～6 時）

一般国道 

一般国道 2 号 25 81 96 92 

一般国道 54 号 19 20 96 95 

一般国道 54 号（祇園新道） 7 31 97 94 

一般国道 183 号 9 56 97 94 

一般国道 487 号 2 28 100 100 

主要地方道 

広島三次線 38 71 95 96 

広島中島線 16 37 98 97 

東海田広島線 9 24 97 97 

一般県道 

古市広島線 2 30 100 100 

広島海田線 9 23 94 94 

広島港線 3 12 96 98 

一般市道 

駅前吉島線 9 28 91 92 

霞庚午線 10 26 89 91 

御幸橋三篠線 7 23 90 89 

松原京橋線 3 1 97 97 

鷹野橋宇品線 5 11 95 96 

中広宇品線 9 46 100 100 

南 4 区 832 号線 2 5 87 90 

比治山庚午線 6 33 96 97 

注 1：路線別適合率は、道路沿道の各住居における基準適否を路線別に集計したものである。 

注 2：環境基準適合率（%）＝環境基準適合戸数/対象戸数×100 

注 3：対象戸数は、100 戸未満を四捨五入して表記したものである（50 戸未満の場合は「0.5>」と表記）。 

出典：「平成 27 年度版 広島市の環境（広島市環境白書）」（平成 28 年 1 月 広島市環境局） 
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表 3.1.1-13 道路交通騒音の測定結果（平成 24～26 年度） 

№ 
調査 

年度 
道路種別 路線名称 測定地点 

道路交通騒音 LAeq（dB）

昼 間 

(6～22時) 

夜 間 

(22～6時)

1 

平成 

24 

年度 

一般国道 
国道 54 号（祇園新道）中区基町 3 番 69 64 

2 国道 183 号 西区三篠町二丁目 13 番 71 67 

3 

主要地方道 

広島三次線 南区比治山本町 17 番 67 62 

4 広島三次線 南区大須賀町 20 番 70 66 

5 広島三次線 中区白島九軒町 6 番 71 66 

6 広島中島線 東区曙二丁目 7 番 70 66 

7 東海田広島線 東区若草町 11 番 67 61 

8 

一般県道 

広島海田線 中区胡町 1 番 71 64 

9 広島海田線 南区大州二丁目 13 番 71 68 

10 広島港線 中区東千田町一丁目 1 番 69 63 

11 

一般市道 

御幸橋三篠線 中区南竹屋町 10 番 64 59 

12 御幸橋三篠線 中区三川町 8 番 71 66 

13 御幸橋三篠線 西区楠木町三丁目 1 番 71 67 

14 駅前吉島線 中区千田町二丁目 5 番 70 65 

15 常盤橋大芝線 東区牛田南一丁目 7 番 66 62 

16 平成 

25 

年度 

一般国道 国道 54 号（祇園新道）中区白島北町 19 番 61 56 

17 主要地方道 東海田広島線 中区西白島町 16 番 71 65 

18 一般県道 広島海田線 南区西蟹屋三丁目 7 番 66 61 

19 

平成 

26 

年度 

一般国道 

国道 2 号 南区霞二丁目 9 番 70 69 

20 国道 2 号 中区竹屋町 4 番 69 67 

21 国道 54 号 中区袋町 5 番 69 65 

22 国道 54 号（祇園新道）中区基町 20 番 69 66 

23 主要地方道 広島三次線 南区比治山本町 19 番 67 62 

24 
一般県道 

中山尾長線 東区中山南一丁目 1 番 69 65 

25 霞庚午線 南区皆実町五丁目 18 番 67 59 

26 

一般市道 

南 4 区 832 号線 南区宇品西一丁目 2 番 71 65 

27 比治山庚午線 中区中町 8 番 61 57 

28 駅前吉島線 中区東平塚町 1 番 69 65 

29 中広宇品線 南区段原南一丁目 26 番 65 59 

30 鷹野橋宇品線 中区千田町三丁目 7 番 65 60 

出典：「平成 25 年度版 広島市の環境（広島市環境白書）」（平成 26 年 3 月 広島市環境局） 

：「平成 26 年度版 広島市の環境（広島市環境白書）」（平成 27 年 6 月 広島市環境局） 

：「平成 27 年度版 広島市の環境（広島市環境白書）」（平成 28 年 1 月 広島市環境局） 
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図 3.1.1-3 道路交通 

騒音・振動測定地点位置図
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  (4) 振 動 

事業計画地周辺の過去 3 年間の道路交通振動の測定結果は表 3.1.1-14、測定地点は

図 3.1.1-3 に示したとおりである。 

平成 24～25 年度の主要道路における道路交通振動は、昼間で 39～49dB、夜間で 32

～41dB となっている。 

なお、平成 26 年度は、事業計画地周辺で道路交通振動の測定は行っていない。 

 

表 3.1.1-14 道路交通振動の測定結果（平成 24～25 年度） 

№ 調査年度 道路種別 路線名称 測定地点 

道路交通振動（dB）

昼 間 

(7～19時) 

夜 間 

(19～7時)

9 

平成 24 年度

一般県道 広島海田線 南区大州二丁目 13 番 49 41 

13 
一般市道 

御幸橋三篠線 西区楠木町三丁目 1番 44 35 

15 常盤橋大芝線 東区牛田南一丁目 7番 39 32 

18 平成 25 年度 一般県道 広島海田線 南区西蟹屋三丁目 7番 42 36 

出典：「平成 25 年度版 広島市の環境（広島市環境白書）」（平成 26 年 3 月 広島市環境局） 

：「平成 26 年度版 広島市の環境（広島市環境白書）」（平成 27 年 6 月 広島市環境局） 

 

  (5) 悪 臭 

悪臭に関する公害苦情件数の推移は、表 3.1.1-15 に示すとおりである。 

平成 22～平成 26 年度の悪臭に関する苦情件数は 35～63 件であり、概ね減少傾向に

あるといえる。 

 

表 3.1.1-15 悪臭に関する公害苦情件数の推移 

年 度 平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度

苦情件数 

（件） 
63 53 49 35 47 

出典：「平成 27 年度版 広島市の環境（広島市環境白書）」（平成 28 年 1 月 広島市環境局） 
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 3.1.2 水環境 

  (1) 水 質 

   ① 公共用水域 

事業計画地周辺の公共用水域（河川）における生活環境項目・栄養塩類の測定結果

は表 3.1.2-1、測定地点は図 3.1.2-1 に示すとおりである。 

平成 26 年度の生活環境の保全に関する代表的な水質指標である BOD は、御幸橋及び

南大橋の両地点とも環境基準に適合していた。 

また、公共用水域（河川 27 地点、海域 8 地点）において測定された人の健康の保護

に関する項目の環境基準の適合状況は表 3.1.2-2 に示すとおりであり、平成 26 年度に

ついては、すべての地点ですべての項目が環境基準に適合していた。 

 

表 3.1.2-1 生活環境項目・栄養塩類の測定結果（平成 26 年度） 

水 系 太田川水系 

河川名 京橋川 元安川 

測定地点名 御幸橋 南大橋 

環境基準の類型 A A 

生活環境項目 

pH 
最小～最大 7.3～8.2 7.2～8.3 

m/n 0/24 0/24 

DO（㎎/L） 
年平均値 8.6 9.0 

m/n 8/24 5/24 

BOD（㎎/L） 
年平均値 1.5 1.2 

m/n 6/24 2/24 

SS（㎎/L） 
年平均値 5 6 

m/n 0/24 1/24 

大腸菌群数（MPN/100mL） 
年平均値 1.1×103 2.7×103 

m/n 9/24 12/24 

COD（㎎/L） 年平均値 2.6 2.6 

栄養塩類 

全窒素（㎎/L） 年平均値 0.67 0.51 

アンモニア態窒素（㎎/L） 年平均値 0.09 － 

亜硝酸態窒素（㎎/L） 年平均値 0.008 0.006 

硝酸態窒素（㎎/L） 年平均値 0.34 0.35 

全りん（㎎/L） 年平均値 0.044 0.026 

りん酸態りん（㎎/L） 年平均値 0.026 － 

注： m：環境基準値不適合の検体数、n：総検体数 

出典：「平成 27 年度版 広島市の環境（広島市環境白書）」（平成 28 年 1 月 広島市環境局） 
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表 3.1.2-2 人の健康の保護に関する項目の環境基準適合状況（平成 26 年度） 

測定項目 環境基準 
定量下限値 

（mg/L） 
m/n 

最大値 

（mg/L）

カドミウム 0.003mg/L 以下 0.0003 0/68 N.D. 

シアン 検出されないこと。 0.1 0/68 N.D. 

鉛 0.01mg/L 以下 0.005 0/86 N.D. 

六価クロム 0.05mg/L 以下 0.02 0/68 N.D. 

ヒ素 0.01mg/L 以下 0.005 0/76 N.D. 

総水銀 0.0005mg/L 以下 0.0005 0/68 N.D. 

アルキル水銀 検出されないこと。 0.0005 0/0 － 

PCB 検出されないこと。 0.0005 0/61 N.D. 

ジクロロメタン 0.02mg/L 以下 0.002 0/47 N.D. 

四塩化炭素 0.002mg/L 以下 0.0002 0/47 N.D. 

1,2-ジクロロエタン 0.004mg/L 以下 0.0004 0/47 N.D. 

1,1-ジクロロエチレン 0.1mg/L 以下 0.002 0/44 N.D. 

シス-1,2-ジクロロエチレン 0.04mg/L 以下 0.004 0/44 N.D. 

1,1,1-トリクロロエタン 1mg/L 以下 0.0005 0/44 N.D. 

1,1,2-トリクロロエタン 0.006mg/L 以下 0.0006 0/44 N.D. 

トリクロロエチレン 0.03mg/L 以下 0.002 0/44 N.D. 

テトラクロロエチレン 0.01mg/L 以下 0.0005 0/44 N.D. 

1,3-ジクロロプロペン 0.002mg/L 以下 0.0002 0/44 N.D. 

チウラム 0.006mg/L 以下 0.0006 0/44 N.D. 

シマジン 0.003mg/L 以下 0.0003 0/44 N.D. 

チオベンカルブ 0.02mg/L 以下 0.002 0/44 N.D. 

ベンゼン 0.01mg/L 以下 0.001 0/44 N.D. 

セレン 0.01mg/L 以下 0.002 0/44 N.D. 

硝酸性・亜硝酸性窒素 10mg/L 以下 0.01 0/156 1.5 

ふっ素 0.8mg/L 以下 0.08 0/38 0.34 

ほう素※ 1mg/L 以下 0.01 0/38※ 1.3※ 

1,4-ジオキサン 0.05mg/L 以下 0.005 0/44 N.D. 

注： m：環境基準値不適合の検体数、n：総検体数、N.D.：検出されず（定量下限値未満） 

※：ほう素は海水に相当量含まれる物質で、環境基準は河川水にのみ適用されるが、最大値検出地点は海に近

く、最大値検出の際に海水の影響が認められたため、環境基準値不適合としていない。 

出典：「平成 27 年度版 広島市の環境（広島市環境白書）」（平成 28 年 1 月 広島市環境局） 
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図 3.1.2-1 

水質・底質測定地点位置図
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   ② ダイオキシン類 

事業計画地周辺のダイオキシン類（水質）の測定結果は表 3.1.2-3、測定地点は図

3.1.2-1 に示したとおりである。 

平成 27 年度のダイオキシン類（水質）の測定結果は、年平均値 0.060pg-TEQ/L であ

り、環境基準に適合していた。 

 

表 3.1.2-3 ダイオキシン類（水質）の測定結果（平成 27 年度） 

（単位：pg-TEQ/L） 

測定地点 
測定結果 

環境基準値 
8,9 月 10～12 月 年平均値 

猿猴川東大橋 0.060 － 0.060 1 以下 

出典：「平成 27 年度ダイオキシン類環境調査結果」（広島市 HP） 

 

  (2) 底 質 

   ① 公共用水域 

事業計画地周辺の公共用水域（河川）における底質の測定結果は表 3.1.2-4、測定地

点は図 3.1.2-1 に示したとおりである。 

平成 26 年度の公共用水域（河川）における底質の測定結果は、御幸橋で総水銀が検

出されたが暫定除去基準値（25ppm）以下であった。 

 

表 3.1.2-4 底質の測定結果（平成 26 年度） 

水 系 太田川水系 

河川名 京橋川 元安川 猿猴川 

測定地点名 御幸橋 南大橋 元安橋 猿猴橋 

pH 7.1 7.8 7.8 7.0 

COD（mg/g） 18 1.2 3.6 9.3 

強熱減量（%） 6.6 0.9 1.6 2.9 

硫化物総量（mg/g） <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 

含水率（%） 46.2 24.0 28.5 33.0 

カドミウム（mg/kg） 0.87 <0.05 － － 

鉛（mg/kg） 16 2.8 － － 

ヒ素（mg/kg） 19 3.4 － － 

総水銀（mg/kg） 0.05 <0.01 － － 

アルキル水銀（mg/kg） <0.01 <0.01 － － 

PCB（mg/kg） <0.01 <0.01 － － 

銅（mg/kg） 41 6.4 － － 

クロム（mg/kg） 10 2 － － 

酸化還元電位（mV） -42 -11 35 -99 

注：－は未測定であることを示す。 

出典：「平成 27 年度版 広島市の環境（広島市環境白書）」（平成 28 年 1 月 広島市環境局） 
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   ② ダイオキシン類 

事業計画地周辺のダイオキシン類（底質）の測定結果は表 3.1.2-5、測定地点は図

3.1.2-1 に示したとおりである。 

平成 27 年度のダイオキシン類（底質）の測定結果は 0.39pg-TEQ/g であり、環境基

準に適合していた。 

 

表 3.1.2-5 ダイオキシン類（底質）の測定結果（平成 27 年度） 

（単位：pg-TEQ/g） 

測定地点 測定結果 環境基準値 

猿猴川東大橋 0.39 150 以下 

出典：「平成 27 年度ダイオキシン類環境調査結果」（広島市 HP） 

 

  (3) 地下水汚染 

   ① 地下水 

事業計画地周辺の行政区である中区、東区、南区及び西区における地下水の水質測

定結果は、表 3.1.2-6 に示すとおりである。 

事業計画地周辺の行政区における過去 5 年間の地下水の水質の概況調査は、平成 23

年度から平成 26 年度までの間に 10 地点で行われている。 

また、中区 1 地点及び西区 2 地点においては、地下水の水質の継続監視調査が行わ

れている。 

地下水の水質の概況調査結果は、平成 26 年度の東区①のふっ素が環境基準値を上回

っている。また、平成 26 年度の継続監視調査結果については、中区①の硝酸性窒素及

び亜硝酸性窒素が環境基準値を上回っていた。 
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表 3.1.2-6(1) 地下水の水質測定結果（概況調査：平成 23～26 年度） 

（単位：mg/L） 

調査年度 H23 H24 H25 H26 

環境基準値 測定地点名 西区① 東区① 南区① 西区① 西区② 東区① 南区① 西区① 東区① 東区② 

測定回数 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

カドミウム N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. 0.003 以下 

全シアン N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. 検出されないこと。 

鉛 N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. 0.01 以下 

六価クロム N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. 0.05 以下 

ヒ素 N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. 0.01 以下 

総水銀 N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. 0.0005 以下 

PCB N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. 検出されないこと。 

ジクロロメタン N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. 0.02 以下 

四塩化炭素 N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. 0.002 以下 

塩化ビニルモノマー N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. 0.002 以下 

1,2-ジクロロエタン N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. 0.004 以下 

1,1-ジクロロエチレン N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. 0.1 以下 

1,2-ジクロロエチレン N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. 0.04 以下 

1,1,1-トリクロロエタン N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. 1 以下 

1,1,2-トリクロロエタン N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. 0.006 以下 

トリクロロエチレン N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. 0.01 以下 

テトラクロロエチレン N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. 0.01 以下 

1,3-ジクロロプロペン N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. 0.002 以下 

チウラム N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. 0.006 以下 

シマジン N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. 0.003 以下 

チオベンカルブ N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. 0.02 以下 

ベンゼン N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. 0.01 以下 

セレン N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. 0.01 以下 

硝酸性窒素及び 

亜硝酸性窒素 
0.99 0.38 0.028 1.3 3.4 0.82 0.37 0.99 0.87 8.6 10 以下 

ふっ素 N.D. 0.18 0.43 0.17 N.D. 0.15 0.18 0.10 1.7 0.16 0.8 以下 

ほう素 0.05 N.D. 0.23 N.D. N.D. N.D 0.04 N.D. N.D. 0.01 1 以下 

1,4-ジオキサン N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D N.D N.D. N.D. N.D. 0.05 以下 

注 1：N.D.:検出されず（定量下限値未満） 

注 2：環境基準の適合状況は、年間平均値で評価する。ただし、全シアンに係る基準値については、最高値と

する。 

出典：「平成 24 年度版 広島市の環境（広島市環境白書）」（平成 25 年 3 月 広島市環境局） 

：「平成 25 年度版 広島市の環境（広島市環境白書）」（平成 26 年 3 月 広島市環境局） 

：「平成 26 年度版 広島市の環境（広島市環境白書）」（平成 27 年 6 月 広島市環境局） 

：「平成 27 年度版 広島市の環境（広島市環境白書）」（平成 28 年 1 月 広島市環境局） 
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表 3.1.2-6(2) 地下水の水質測定結果（継続監視調査：平成 26 年度） 

（単位：mg/L） 

測定地点名 中区① 西区① 西区② 
環境基準値 

測定回数 2 2 2 

カドミウム － － － 0.003 以下 

全シアン － － － 検出されないこと。 

鉛 N.D. N.D. N.D. 0.01 以下 

六価クロム － － － 0.05 以下 

ヒ素 0.006 N.D. N.D. 0.01 以下 

総水銀 － － － 0.0005 以下 

PCB － － － 検出されないこと。 

ジクロロメタン － － － 0.02 以下 

四塩化炭素 － － － 0.002 以下 

塩化ビニルモノマー N.D. N.D. N.D. 0.002 以下 

1,2-ジクロロエタン － － － 0.004 以下 

1,1-ジクロロエチレン N.D. N.D. N.D. 0.1 以下 

1,2-ジクロロエチレン N.D. N.D.～0.008 N.D. 0.04 以下 

1,1,1-トリクロロエタン N.D. N.D. N.D. 1 以下 

1,1,2-トリクロロエタン － － － 0.006 以下 

トリクロロエチレン N.D. N.D. N.D. 0.01 以下 

テトラクロロエチレン 0.0065～0.010 N.D. 0.0008～0.0012 0.01 以下 

1,3-ジクロロプロペン － － － 0.002 以下 

チウラム － － － 0.006 以下 

シマジン － － － 0.003 以下 

チオベンカルブ － － － 0.02 以下 

ベンゼン N.D. N.D. N.D. 0.01 以下 

セレン － － － 0.01 以下 

硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 5.8～16 N.D.～0.03 4.9～9.3 10 以下 

ふっ素 0.11～0.15 0.26～0.36 0.11～0.13 0.8 以下 

ほう素 0.05～0.07 0.06～0.08 0.05 1 以下 

1,4-ジオキサン － － － 0.05 以下 

注 1：－は未測定であることを示す。 

注 2：N.D.:検出されず（定量下限値未満） 

注 3：環境基準の適合状況は、年間平均値で評価する。 

注 4：塩化ビニルモノマーの測定回数は 1 回/年。 

出典：「平成 27 年度版 広島市の環境（広島市環境白書）」（平成 28 年 1 月 広島市環境局） 

 

   ② ダイオキシン類 

事業計画地周辺では、過去 5 年間においてダイオキシン類（地下水質）の測定を行

っていない。 

 

  (4) 水 象 

事業計画地周辺には、図 3.1.2-1 に示したとおり太田川水系の旧太田川、元安川、

京橋川、猿猴川及び二又川が存在する。 
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 3.1.3 土壌環境 

  (1) 地形・地質 

   ① 地 形 

事業計画地周辺の地形分類図は、図 3.1.3-1 に示すとおりである。 

事業計画地は周囲には山地や丘陵地に囲まれた広島平野に位置している。広島平野

は太田川により形成された沖積平野であり、事業計画地周辺の地形分類は三角州に該当

する。また、山地や丘陵地の間には、山麓地や谷底平野及び氾濫原が存在し、広島湾沿

岸は干拓地・埋立地となっている。 

 

   ② 地 質 

事業計画地周辺の表層地質図は、図 3.1.3-2 に示すとおりである。 

事業計画地は広島平野の三角州に位置しており、表層地質は砂・粘土・礫の未固結

堆積物で構成されている。また、山地や丘陵地は深成岩（花崗岩質岩石）で構成されて

おり、その一部には火山性岩石（安山岩質岩石）が存在する。 
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図 3.1.3-1 地形分類図 
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図 3.1.3-2 表層地質図 
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  (2) 地盤沈下 

「全国地盤環境情報ディレクトリ（平成 26 年度版）」（環境省 HP）によると、広島平

野では昭和 30 年頃から事業計画地が位置する広島市の市街地で地盤沈下が認められた

が最近は停滞しているとのことである。 

なお、図 3.1.3-3 に地盤沈下地域等の範囲及び位置図を示す。 
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図 3.1.3-3 広島平野地域地盤沈下地域等の範囲及び位置図 

出典：「全国地盤環境情報ディレクトリ（平成 26 年度版）」（環境省 HP） 



 

34 

  (3) 土壌汚染 

   ① ダイオキシン類 

事業計画地周辺におけるダイオキシン類（土壌）の測定結果は表 3.1.3-1、測定地点

は図 3.1.3-4 に示すとおりである。 

事業計画地周辺の過去 5 年間のダイオキシン類（土壌）の測定は、平成 23 年度から

平成 25 年度において 6 地点で行われており、測定結果は 0.044～1.8pg-TEQ/g とすべて

の地点で環境基準に適合していた。 

 

表 3.1.3-1 ダイオキシン類（土壌）の測定結果（平成 23～25 年度） 

（単位：pg-TEQ/g） 

調査年度 測定地点 測定結果 環境基準値 

平成 23 年度 

中区基町 0.044 

1,000 以下 

中区羽衣町 1.8 

南区比治山公園 0.74 

平成 24 年度 中区千田町三丁目 7 番 0.18 

平成 25 年度 
南区比治山本町 0.057 

南区東雲三丁目 1.1 

出典：「平成 23 年度ダイオキシン類環境調査結果」（広島市 HP） 

：「平成 24 年度ダイオキシン類環境調査結果」（広島市 HP） 

：「平成 25 年度ダイオキシン類環境調査結果」（広島市 HP） 
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図 3.1.3-4 ダイオキシン類

（土壌）測定地点位置図
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 3.1.4 生物環境 

  (1) 動 物 

「広島市の生物 －まもりたい命の営み－」（平成 12 年 3 月 広島市）及び「広島

市の生物 補遺版」（平成 18 年 10 月 広島市）において選定された動物種のうち、事

業計画地周辺で確認された動物種は、表 3.1.4-1 に示すとおりである。 

事業計画地周辺で確認された動物種は、絶滅がシルビアシジミの 1 種、絶滅危惧がシ

ラウオ等の 3 種、準絶滅危惧がワカサギ等の 4 種、軽度懸念がオシドリ等の 5 種、情報不

足がオヒキコウモリ等の 9 種、環境指標種がサシバ等の 17 種で合計 39 種であった。 
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表 3.1.4-1 事業計画地周辺で確認された動物種 

カテゴリ区分 確認種 種数 

絶  滅 
絶  滅 昆虫類 シルビアシジミ 1 種 

野生絶滅 － － － 

自
然
環
境
の
保
全
に
か
か
わ
る
対
象
群 

お
そ
れ
の
あ
る
も
の 

広
島
市
の
絶
滅
の 

絶滅危惧 
淡水魚類 シラウオ 

3 種 
昆虫類 ゲンゴロウ、ギフチョウ 

準絶滅危惧 
淡水魚類 ワカサギ、ウキゴリ 

4 種 
昆虫類 クツワムシ、マイマイカブリ（陸島個体群） 

軽度懸念 

鳥 類 オシドリ、ミサゴ 

5 種 昆虫類 タテジマカミキリ、オオムラサキ 

クモ類 キシノウエトタテグモ 

情報不足 

哺乳類 オヒキコウモリ、ツキノワグマ 

9 種 鳥 類 
ミゾゴイ、ヤマドリ、コアジサシ、ヨタカ、

アカショウビン、サンコウチョウ 

昆虫類 マルタンヤンマ 

環境指標種 

鳥 類 
サシバ、ハマシギ、アオバズク、フクロウ、

オオヨシキリ 

17 種 

昆虫類 

ムカシヤンマ、ハッチョウトンボ、トノサ

マバッタ、キバナガミズギワゴミムシ、ヒ

ゲコガネ、ホソコハナムグリ、ヤマトタマ

ムシ、ゲンジボタル、ヘイケボタル、ミヤ

マカミキリ、ヨツスジトラカミキリ、ヒロ

オビミドリシジミ 

合  計 39 種 

注：カテゴリ区分は以下のとおりである。 

ア．絶 滅 

(ｱ) 絶 滅：市域において 10～20 年前の生育・生息記録があるが、その後の確実な記録がないもの 

(ｲ) 野生絶滅：市域において 10～20 年前の生育・生息記録があるが、その後の確実な記録がないもの

で、公的な機関の管理下で栽培・飼育されているもの 

イ．自然環境の保全にかかわる対象群 

(ｱ) 広島市の絶滅のおそれのあるもの 

a.絶滅危惧：現在の圧迫要因が引き続き作用する場合、近い将来に広島市域で個体群の存続が危ぶ

まれるもの 

b.準絶滅危惧：現時点での危険度は小さいが、生育・生息条件の変化によって絶滅危惧のランクに

移行する可能性が大きいもの 

c.軽度懸念：環境庁レッドリスト及びレッドデータブック、｢広島県版レッドデータブック｣選定種

またはそれに相当する種であるが、「絶滅危惧」または「準絶滅危惧」の要件をみたさ

ないもののうち、広島市域では存続基盤が比較的安定しているもの 

d.情報不足：環境庁レッドリスト及びレッドデータブック、｢広島県版レッドデータブック｣選定種

またはそれに相当する種であるが、「絶滅危惧」または「準絶滅危惧」の要件をみたさ

ないもののうち、希少な種であるが広島市域での現状が不明なもの 

(ｲ) 環境指標種：環境指標種（個体群）そのものは絶滅の危険性が大きいものではないが、その種（個

体群）に注目することによって、特異な環境、生物多様性、二次的自然などの観点

から、重要と判定される自然環境の維持に貢献しうるもの 

出典：「広島市の生物 －まもりたい命の営み－」（平成 12 年 3 月 広島市） 

  ：「広島市の生物 補遺版」（平成 18 年 10 月 広島市） 
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  (2) 植 物 

事業計画地周辺の現存植生図は、図 3.1.4-1 に示すとおりである。 

事業計画地周辺の現存植生は、ほとんどが「市街地」及び「緑の多い住宅地」であ

るが、事業計画地の北側の二葉山及び尾長山付近に「コバノミツバツツジ－アカマツ群

集」等が存在し、事業計画地の南側の比治山付近に「シイモチ－シリブカガシ群集」等

が存在している。 

 

  (3) 生態系 

事業計画地周辺は市街地に位置し、自然的構成要素はほとんどなく、人為的な影響

を受けた生態系であるといえる。 
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図 3.1.4-1 現存植生図 
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 3.1.5 景観等 

  (1) 景 観 

事業計画地周辺の景観の構成要素としては、道路や中高層のビルが立地する市街地、

市街地中心部を流れる河川、山陽新幹線の高架構造物、市内に点在する公園や庭園及び

市街地に近接する山地・丘陵地等がある。 

なお、事業計画地周辺には、「第 3 回自然環境保全基礎調査 自然景観資源調査」（平

成元年 環境庁）による地形、地質及び自然現象に係る自然景観資源は存在しない。 

 

  (2) 自然との触れ合いの場 

事業計画地周辺の自然との触れ合いの場は、図 3.1.5-1 に示すとおりである。 

「広島市東区役所 HP」によると事業計画地の北側には、「二葉山」、「尾長山」及び「大

内越山」のハイキングコースが整備されており、「ひろしまナビゲーター」（公益財団法

人広島観光コンベンションビューローHP）によると事業計画地周辺には、「広島城」、「渝

華園（中国庭園）」及び「ハノーバー庭園」が存在する「中央公園」や「縮景園」、「比

治山公園」及び「半べえ庭園」等の公園・庭園が存在している。 

また、事業計画地周辺には旧太田川、元安川、京橋川、猿猴川及び二又川の河川沿

岸の水辺空間が存在している。 
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図 3.1.5-1 

自然との触れ合いの場
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  (3) 文化財 

   ① 指定文化財 

事業計画地周辺の指定文化財は、表 3.1.5-1 及び図 3.1.5-2 に示すとおりである。 

事業計画地周辺には 41 件の指定文化財が存在し、事業計画地に最も近い指定文化財

は、№23 の市指定重要文化財の絵画「絹本著色阿弥陀三尊来迎図」である。 
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表 3.1.5-1 指定文化財 

№ 種 別 名 称 
指 定

年月日
指定区分 所在地 

1 

建造物 

國前寺本堂 H5.12.9 

国指定 

重要文化財

東区山根町（國前寺） 

2 國前寺庫裏 H5.12.9 東区山根町（國前寺） 

3 広島平和記念資料館 H18.7.5 中区中島町（平和記念公園内） 

4 世界平和記念聖堂 H18.7.5 中区幟町 

5 東照宮唐門及び翼廊 S50.9.22

市指定 

重要有形 

文化財 

東区二葉の里二丁目（東照宮） 

6 東照宮手水舎 S50.9.22 東区二葉の里二丁目（東照宮） 

7 東照宮本地堂 S50.9.22 東区二葉の里二丁目（東照宮） 

8 東照宮御供所（附）脇門 S53.2.13 東区二葉の里二丁目（東照宮） 

9 國前寺山門及び参道を構成する境内地 H7.4.18 東区山根町（國前寺） 

10 旧日本銀行広島支店 H12.7.25 中区袋町 

11 

美
術
工
芸
品 

彫 刻 

木造阿弥陀如来坐像 S62.6.25 中区本川町二丁目（清住寺） 

12 木造如意輪観音菩薩坐像 S62.11.26 東区牛田本町一丁目（安楽寺） 

13 木造菩薩坐像 S62.11.26 中区昭和町（伝福寺） 

14 木造阿弥陀三尊像 S62.11.26 中区東白島町（禿翁寺） 

15 木造鬼子母神倚像並びに十羅刹女立像 H5.3.26 東区牛田東三丁目（蓮照寺） 

16 

工芸品 

短刀 S27.3.29 国指定 

重要文化財

中区上幟町 

17 短刀 S30.2.2 中区上幟町 

18 馬印 S58.3.24

市指定 

重要有形 

文化財 

中区基町（広島城） 

19 金梨子地家紋散薙刀 S58.3.24 東区山根町（國前寺） 

20 東照宮神輿及び舎利塔 S59.3.19 東区二葉の里二丁目（東照宮） 

21 木造獅子頭 H14.11.29 東区二葉の里二丁目（東照宮） 

22 

絵 画 

絹本著色両界曼荼羅 S53.9.11 南区比治山町（多聞院） 

23 絹本著色阿弥陀三尊来迎図 S62.6.25 南区比治山町（法正寺） 

24 絹本著色釈迦十六善神画像 H5.3.26 東区二葉の里二丁目（明星院） 

25 書 跡 國前寺所蔵自昌院関係写経 H18.3.28 東区山根町（國前寺） 

26 

古文書 

慶長六年安芸国佐西郡五日市之内皆賀

村検地帳 
S60.8.12 中区基町（広島城） 

27 旧八木城主香川家文書 H6.3.25 中区基町（広島市立中央図書館）

28 慶長六年安芸国佐西郡伏谷上村検地帳 H18.3.28 中区基町（広島城） 

29 
歴 史 

資 料 
身幹儀（星野木骨）（附）木箱 H16.6.8 

国指定 

重要文化財

南区霞一丁目 

（広島大学医学部医学資料館） 

30 

記
念
物 

史 跡 

頼山陽居室 S11.9.3 
国指定 

史 跡 

中区袋町 

31 広島城跡 S28.3.31 中区基町 

32 原爆ドーム（旧広島県産業奨励館） H7.6.27 中区大手町一丁目 

33 頼家の墓 S15.2.23

県指定 

史 跡 

南区比治山町（多聞院） 

34 植田艮背の墓 S17.6.9 南区比治山町（多聞院） 

35 比治山貝塚 S25.3.22 南区比治山本町 

36 牛田の弥生文化時代の墳墓 S33.3.13
東区牛田早稲田二丁目 

（早稲田神社） 

37 旧国泰寺愛宕池 S59.11.28 市指定史跡 中区中町 

38 縮景園 S15.7.12 国指定 

名 勝 

中区上幟町 

39 平和記念公園 H19.2.6 中区中島町、大手町一丁目 

40 
天 然 

記念物 
白神社の岩礁 S59.11.28

市指定 

史跡・天然

記念物 

中区中町（白神社） 

41 登録文化財 
広島大学附属中・高等学校講堂 

（旧制広島高等学校講堂） 
H10.9.2 

国登録 

建造物 
南区翠一丁目 

注：№16 及び№17 については詳細な位置が不明の為、図 3.1.5-2 の位置図に記載していない。 

出典：「広島市の文化財」（広島市 HP） 
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図 3.1.5-2 指定文化財 
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   ② 埋蔵文化財 

事業計画地周辺の埋蔵文化財包蔵地は、表 3.1.5-2 及び図 3.1.5-3 に示すとおりで

ある。 

事業計画地周辺には 12 箇所の埋蔵文化財包蔵地があり、事業計画地に最も近い埋蔵

文化財包蔵地は、№8 の「頼家之墓」及び№9 の「植田艮背之墓」である。 

 

表 3.1.5-2 埋蔵文化財包蔵地 

№ 名 称 種 別 時 代 所在地 概 要 備 考 

1 広島城跡 城跡 中世・近世

中区基町、紙屋

町、立町、上八丁

堀、白島 

郭、石垣、水堀、

石塁、土塁、天守

台 

一部が国史跡、広島県中

世城館遺跡総合調査報

告書第 1 集 100-152 

2 原爆ドーム 近代 中区大手町 国史跡 

3 頼山陽居室 居宅 近世 中区袋町 国史跡 

4 旧国泰寺愛宕池 寺社跡 中区中町、小町 市史跡 

5 白神社の岩礁 中区中町 市史跡及び天然記念物 

6 
牛田早稲田神社

遺跡 

墳墓・貝

塚・包含

地 

縄文・弥生 東区牛田早稲田

土壙墓、人骨、貝

殻、縄文土器、弥

生土器、石器 

県史跡「牛田の弥生文化

時代墳墓」 

7 串山城跡 城跡 中世 東区光町 郭 

広島県中世城館遺跡総

合調査報告書第 1 集

100-153 

8 頼家之墓 古墓 近世 南区比治山町 墓石 県史跡 

9 植田艮背之墓 古墓 近世 南区比治山町 墓石 県史跡 

10 比治山西貝塚 貝塚 南区比治山本町

11 比治山貝塚 貝塚 縄文 南区比治山本町
縄文土器、石器、

貝殻、動物骨 
県史跡 

12 縮景園遺跡 庭園跡 近世 中区上幟町 

出典：「広島県遺跡地図」（広島県教育委員会 HP） 
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図 3.1.5-3 

埋蔵文化財包蔵地
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 3.1.6 一般環境中の放射性物質 

  (1) 放射線の量 

事業計画地周辺の空間線量率のモニタリングは、「県健康福祉センター」（南区皆実

1-6-29）で行われており、その結果は表 3.1.6-1、測定地点の位置は図 3.1.6-1 に示す

とおりである。 

平成 27 年度の測定結果は、平均値 0.047μSv/h、最大値 0.095μSv/h、最小値 0.036

μSv/h となっている。また、1m 高さの推定値は、平均値 0.082μSv/h、最大値 0.163

μSv/h、最小値 0.061μSv/h となっている。 

 

表 3.1.6-1 空間線量率モニタリング結果（平成 27 年度） 

項  目 
空間線量率（μSv/h） 

測定値 1m 高さの推定値 

平均値 0.047 0.082 

最大値 0.095 0.163 

最小値 0.036 0.061 

注：測定高さは 39.4m 

出典：「放射線モニタリング情報」（原子力規制委員会 HP) 
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図 3.1.6-1 

空間線量率測定地点位置図


